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ア
イ
ヌ
先
住
族
の
次
に
入
っ
て
来
た
民
族
に
、
大
山
祇
族
と
大
綿
津
見
族
が
あ
っ
た
。
前
者
は
北
支
那
大
陸
よ
り
、
後
者
は
南
支
那
及

び
南
方
島
喚
か
ら
入
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。
共
に
北
九
州
を
拠
点
と
し
て
早
く
よ
り
蕃
術
し
た
。

大
山
祇
族
は
好
ん
で
山
岳
地
帯
に
居
を
占
め
、
そ
の
宗
家
大
山
祇
神
を
肥
る
大
山
砥
神
社
が
伊
予
の
大
三
島
に
あ
り
、
航
海
水
師
の
実

力
を
持
っ
て
い
た
為
、
太
平
洋
岸
、
日
本
海
岸
の
要
地
に
勢
力
を
伸
張
し
て
い
た
。

大
綿
津
見
族
は
其
の
宗
家
を
大
綿
津
見
神
と
云
い
、
好
ん
で
海
岸
、
川
口
、
湖
沼
に
居
を
占
め
、
早
く
よ
り
農
耕
の
技
に
長
じ
、
高
天

原
朝
廷
に
協
力
し
て
各
地
に
開
田
蕃
術
し
た
。

こ
の
二
種
族
は
日
本
族
渡
来
以
前
に
す
で
に
勢
力
を
扶
植
し
て
い
た
た
め
、
天
孫
填
々
杵
尊
は
、
降
臨
早
々
大
山
祇
神
の
息
女
木
花
開

耶
姫
と
婚
を
む
す
ば
れ
、
．
又
そ
の
皇
子
彦
火
火
出
身
尊
は
、
大
綿
津
見
神
の
息
女
豊
玉
姫
と
婚
を
む
す
び
、
更
に
そ
の
皇
子
鵜
茅
葺
不
合

尊
は
皇
拙
玉
依
姫
と
結
婚
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
考
え
て
も
如
何
に
大
山
祇
家
と
大
綿
津
見
家
が
当
時
天
津
神
に
対
す
る
国
津
神
の

二
大
勢
力
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

更
に
こ
の
二
大
先
住
族
と
青
銅
器
分
布
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
銅
剣
、
銅
鉾
は
大
山
祇
系
に
よ
っ
て
北
九
州
か
ら
先
ず
伊
予
を
拠
点
と

し
て
、
四
国
中
国
等
に
拡
が
り
、
阿
波
で
は
西
部
の
美
馬
、
名
西
二
郡
に
各
一
点
の
み
し
か
出
て
い
な
い
が
土
佐
で
は
高
岡
郡
、
土
佐
郡

の
山
岳
地
帯
に
出
土
が
多
く
、
長
岡
郡
で
は
本
山
町
北
山
の
山
林
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
従
っ
て
大
山
祇
神
を
祁
る
、
大
山
祇
神
社
、
川

内
神
社
、
仁
井
田
神
社
、
地
主
神
社
等
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
大
山
祇
民
種
が
伊
予
か
ら
重
信
川
を
さ
か
の
ぼ
り
高
岡
郡
北
部
に
入
り
、

猿
田
峠
、
笹
ヶ
峰
を
超
え
て
長
岡
郡
北
部
に
蕃
術
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

一
ア
イ
ヌ
先
住
族
の
次
に
入
っ
た
民
族
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こ
こ
で
四
国
の
青
銅
器
を
考
察
し
て
承
る
と
、
銅
鐸
は
阿
波
か
ら
十
七
ヶ
所
十
九
個
の
発
見
が
あ
り
、
讃
岐
か
ら
八
ヶ
所
八
個
、
土
佐

よ
り
五
ヶ
所
五
個
の
発
見
が
知
ら
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
伊
予
か
ら
は
一
個
の
銅
鐸
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
事
実
は
何
を
物

語
る
か
と
い
う
と
、
阿
波
の
吉
野
川
、
那
賀
川
、
勝
浦
川
よ
り
上
流
に
進
み
、
更
に
土
佐
町
田
井
あ
た
り
ま
で
来
た
大
綿
津
見
族
が
、
銅

剣
、
銅
鐸
を
も
つ
東
進
中
の
大
山
祇
族
と
衝
突
し
、
双
方
共
そ
の
文
化
の
終
末
期
に
達
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
こ
の
大
綿
津
見
族
は
、
日
本
で
稲
作
最
初
の
発
祥
地
九
州
の
豊
前
、
豊
後
即
ち
古
名
「
豊
の
国
」
の
女
王
豊
受
姫
命
を
祖
神
と
す

る
豊
族
（
大
綿
津
見
族
、
安
曇
族
）
と
し
て
各
地
に
蕃
術
し
た
。

古
事
記
の
御
膜
の
条
に
「
底
津
綿
津
見
神
・
中
津
綿
津
見
神
・
上
津
綿
津
見
神
・
此
三
柱
の
神
は
安
曇
の
連
等
が
持
斎
く
神
な
り
」
と

あ
る
。
こ
の
安
曇
氏
の
子
孫
は
朝
廷
よ
り
連
若
し
く
は
宿
禰
の
姓
を
授
け
ら
れ
大
綿
津
見
族
の
管
理
を
委
ね
ら
れ
た
。
日
本
の
地
名
に

ｌ
銅
鐸
ｌ
日
本
で
発
掘
さ
れ
た
地
方
は
、
大
和
・
河
内
・
和
泉
・
摂
津
・
伊
賀
・
伊
勢
・
尾
張
・
三
河
・
遠
江
・
美
濃
・
近
江
・
若

狭
・
越
前
・
加
賀
・
丹
後
・
但
馬
・
因
幡
・
伯
菩
・
石
見
・
播
磨
・
備
前
・
備
中
・
安
芸
・
紀
伊
・
阿
波
・
讃
岐
・
土
佐
等
で
最
初
渡
来

し
た
原
器
は
日
本
海
を
経
て
敦
賀
・
出
石
地
方
よ
り
入
っ
た
も
の
と
云
わ
れ
る
。
出
土
は
大
部
分
海
岸
地
帯
で
あ
る
。
し
か
も
大
綿
津
見

族
の
上
陸
地
方
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
き
銅
鐸
は
大
綿
津
見
族
の
持
ち
来
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

銅
鐸
に
つ
い
て
は
学
界
に
未
だ
定
説
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
阿
波
の
碩
学
者
喜
田
貞
吉
博
士
の
説
に
よ
れ
ば
、
古
い
漢
民
族
が
朝
鮮

半
島
を
経
て
吾
国
に
移
住
し
た
も
の
が
、
祖
国
に
お
け
る
青
銅
文
化
の
あ
る
も
の
を
伝
え
、
先
秦
時
代
の
扇
鐘
に
模
し
て
造
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
と
解
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
模
造
を
重
ね
る
う
ち
に
鞭
転
と
し
て
そ
の
う
ち
原
意
を
失
い
、
非
実
用
の
銅
鐸
、
銅
剣
と
同
じ
く

つ
と
に
観
賞
用
、
愛
玩
類
の
宝
物
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
遣
し
た
民
族
は
、
近
畿
地
方
を
中
心
と
し
て
漸
次
そ
の
四
辺
に
広

が
っ
た
も
の
で
、
そ
の
年
代
は
日
本
民
族
の
発
展
期
よ
り
も
古
く
、
そ
の
末
期
は
銅
鉾
、
銅
剣
時
代
と
重
複
し
て
い
る
。
こ
の
民
族
の
人

口
は
可
成
り
大
き
い
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
土
中
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
た
遺
物
が
世
人
の
想
像
以
上
に
多
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
の

で
あ
る
。
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安
曇
郷
、
能
登
の
安
》

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

豊
、
安
曇
の
文
字
を
冠
し
て
い
る
所
は
大
綿
津
見
族
に
よ
っ
て
拓
か
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
三
河
の
渥
美
渥
美
は

安
雲
、
豊
川
、
豊
橋
、
伊
予
の
豊
岡
、
豊
受
山
、
讃
岐
の
豊
浜
、
豊
原
、
大
阪
の
安
曇
江
、
伯
蓄
の
安
曇
郷
、
筑
前
の
安
曇
郷
、
信
濃
の

安
曇
郷
、
能
登
の
安
津
見
、
美
濃
の
厚
見
郷
、
近
江
の
安
曇
郷
な
ど
が
あ
る
。
当
大
豊
町
の
豊
永
の
地
名
も
ま
た
こ
の
古
義
を
伝
え
る
も

ま
た
こ
の
地
の
伝
説
に
昔
近
江
の
あ
る
処
で
七
日
七
夜
か
ま
ど
の
火
を
焚
い
た
所
、
そ
の
か
ま
ど
の
口
医
一
股
の
竹
が
生
え
出
た
の
で

奇
異
に
思
い
疋
女
に
占
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
土
佐
の
永
測
村
三
宝
御
崎
の
「
戸
張
竹
」
な
り
と
い
う
の
で
金
欄
の
戸
張
を
添
え
て
奉
納
し
た

と
い
う
。
こ
の
竹
に
左
の
文
字
が
見
事
に
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。

と
い
わ
れ
て
い
る
。

吉
野
川
は
古
名
を
「
阿
土
川
」
と
云
っ
た
が
、
明
徳
年
間
時
の
南
朝
長
慶
帝
が
阿
波
に
御
潜
幸
さ
れ
た
際
、
大
和
の
吉
野
川
に
似
て
い

る
と
仰
せ
ら
れ
て
よ
り
吉
野
川
と
変
っ
た
と
云
う
記
事
が
「
阿
波
国
境
」
と
い
う
本
に
載
っ
て
い
る
。

い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。 あ

ま
ぺ

阿
波
に
海
部
郡
が
あ
る
。
海
人
部
す
な
わ
ち
綿
津
見
族
で
あ
り
、
そ
の
所
産
と
思
わ
れ
る
銅
鐸
も
那
賀
川
流
域
に
九
個
も
発
見
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
吉
野
川
流
域
の
各
地
か
ら
十
八
個
の
銅
鐸
が
発
見
さ
れ
て
い
る
所
か
ら
も
、
こ
の
流
域
に
可
成
り
の
綿
津
見
族
が
蕃
術
し
て

大
綿
津
見
神
を
祭
る
神
社
に
本
町
永
測
氏
神
永
測
神
社
、
境
内
社
に
海
津
見
神
社
が
あ
る
。

近
江
の
琵
琶
湖
西
岸
に
あ
る
海
津
村
に
海
津
見
神
社
が
あ
る
が
、
こ
の
地
の
伝
説
に
往
古
御
祭
神
綿
津
見
大
神
が
土
佐
へ
遷
御
さ
れ
た

二
大
綿
津
見
系
神
社
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鯖
江
次
郎
左
衛
門
貞
秀

高
野
山
西
院
正
覚
院
宛

こ
の
書
状
か
ら
按
ず
る
と
こ
ろ
、
総
江
は
近
江
の
海
津
の
出
身
で
、
一
豊
が
近
江
長
浜
在
城
中
か
ら
仕
え
、
土
佐
へ
来
て
か
ら
は
寺
社

奉
行
を
勤
め
て
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
土
佐
で
近
江
か
ら
勧
請
し
た
海
津
見
神
社
が
あ
る
の
を
知
っ
て
献
納
し
た
も
の
で

は
あ
る
ま
い
か
、
戸
張
り
の
金
欄
は
当
時
一
流
の
優
品
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

○
南
大
王
蛇
鉢
神
社
元
村
社

南
小
川
の
分
流
川
又
川
の
奥
地
南
大
王
部
落
の
氏
神
で
あ
る
。
御
神
体
は
女
性
木
像
で
海
人
豊
玉
姫
を
象
徴
し
て
い
る
。
こ
の
方
面
か

ら
怒
田
に
か
け
て
、
鎧
田
の
水
田
が
多
い
。

○
和
田
海
津
見
神
社
元
村
社

わ
だ

大
豊
町
和
田
部
落
の
氏
神
で
あ
る
。
和
田
は
即
ち
海
、
大
綿
津
見
神
を
象
徴
す
る
。

○
川
口
新
田
神
社
元
郷
社
境
内
社

海
津
見
神
社
（
祭
神
大
綿
津
見
神
）

○
立
川
下
名
四
社
住
吉
神
社

と
か
ん

土
佐
国
議
簡
集
に

寛
永
五
年
戊
辰
六
月
吉
辰

先
山
内
土
佐
守
殿
同
当
松
平
土
佐
守
殿
、
如
書
付
、
准
国
檀
向
後
其
寺
檀
那
申
合
候
上
〈
永
代
不
可
有
相
違
者
也
価
後
日
状
如
件

鯨
江
次
郎
左
衛
門
貞
秀
花
押

同
藤
右
衛
門
貞
吉

江
州
住
人

元
和
四
年
正
月
吉
日
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西
峰
神
社
祭
神
不
詳

由
緒
元
善
徳
大
明
神
と
称
す
。
明
治
元
年
西
峰
神
社
と
改
称
、
棟
札
に
永
正
十
二
年
乙
亥
藤
原
左
エ
門
四
郎
と
あ
る
。
又
鰐
口
に
応
仁
三
年
三

月
十
五
日
大
明
神
と
あ
る
。
神
体
記
に
神
体
剣
境
内
九
反
一
畝
廿
歩

こ
の
善
徳
大
明
神
は
西
祖
谷
の
善
徳
村
の
住
民
が
氏
神
を
奉
じ
て
移
動
し
て
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
本
町
穴
内
か
ら
穴
内
川
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
馬
瀬
角
茂
谷
へ
移
動
し
て
い
る
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。
即
ち

豊
永
郷
馬
瀬
村
字
杉
の
岡
鎮
座
元
無
格
社
海
津
見
神
社
、
祭
神
大
海
津
見
命
境
内
廿
九
歩
、

豊
永
郷
角
茂
谷
宮
の
東
鎮
座
元
村
社
祭
神
大
海
津
見
命
、
境
内
一
反
三
畝
廿
四
歩

大
綿
津
見
族
は
、
約
二
○
○
○
年
前
す
ぐ
れ
た
開
田
法
と
稲
作
技
術
を
も
っ
て
、
大
河
の
河
口
か
ら
湖
沼
、
渓
流
を
求
め
て
鎧
出
を
拓

い
て
上
っ
た
が
、
す
で
に
吉
野
川
筋
は
忌
部
族
が
開
拓
の
手
を
伸
ば
し
て
い
た
た
め
、
所
謂
安
曇
族
は
本
町
西
峰
か
ら
以
西
の
新
改
、
天

坪
、
本
山
の
方
向
に
蕃
術
し
て
い
っ
た
こ
と
が
前
述
の
神
社
分
布
や
、
以
下
述
べ
る
民
族
繁
延
の
状
態
か
ら
是
を
指
向
す
る
こ
と
が
で
き

坪
、
本
山
の
幸

る
の
で
あ
る
。

徳
島
県
三
好
郡
榎
名
か
ら
大
豊
町
西
峰
、
本
山
町
に
か
け
て
平
安
時
代
、
室
町
時
代
史
上
に
次
々
と
八
木
姓
が
で
て
く
る
。
八
木
と
い

う
地
名
は
全
国
的
に
は
大
和
・
山
城
・
河
内
・
和
泉
・
摂
津
・
丹
波
・
常
陸
・
出
羽
・
但
馬
・
武
蔵
・
下
総
・
下
野
・
陸
奥
・
備
前
・
安

芸
・
淡
路
・
肥
前
等
に
あ
り
、
何
れ
も
安
曇
氏
の
蕃
桁
地
で
あ
る
。

元
村
社
（
祭
神
表
筒
男
神
、
中
筒
男
神
、
底
筒
男
神
、
級
津
彦
神
）

高
知
県
神
社
明
細
帳
由
緒
中
に
、

「
神
器
曲
物
二
、
天
文
廿
二
年
佐
伯
大
郎
兵
衛
寄
進
歎
、
脇
差
六
腰
、
鑓
九
本
、
矢
七
筋
各
寄
進
不
粗
知
古
物
也
。
」
棟
札
文
日
上
棟
住
吉
大
明

神
永
正
十
一
歳
甲
戊
霜
月
十
一
日
佐
伯
実
光
大
法
師
秀
恵
敬
白
又
寛
文
六
丙
午
三
月
享
保
四
乙
亥
十
二
月
神
体
記
日
神
体
木
像
四
体
合
祭
神
社
一

社
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「
姓
氏
録
」
に
』

命
の
後
畜
と
あ
る
。

同
書
八
木
の
条
に
、
八
木
造
、
「
安
曇
族
に
し
て
姓
氏
録
「
右
京
神
別
」
に
八
木
造
、
和
多
罪
豊
玉
命
の
児
布
留
多
麻
命
の
後
也
」

八
木
宿
禰
八
木
造
の
後
に
し
て
「
除
目
」
「
大
成
抄
」
「
姓
名
録
抄
」
等
に
見
ゆ
。

丹
波
八
木
宿
禰
「
小
田
野
本
」
「
佐
竹
系
図
」
に
「
八
木
宿
禰
」
「
丹
波
国
人
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

京
都
府
下
丹
波
の
国
に
八
木
町
が
あ
る
。
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
安
曇
族
が
地
名
を
取
っ
て
名
乗
っ
た
の
が
八
木
宿
禰
で
あ
ろ
う
と
い
わ

れ
て
い
る
。

「
続
日
本
紀
」
に
「
孝
謙
天
皇
大
平
勝
宝
四
年
八
月
捉
二
京
師
亜
頚
十
七
人
一
配
二
伊
豆
隠
岐
土
佐
遠
国
一
」
と
あ
る
。
こ
の
土
佐
の
配
所

が
阿
波
通
り
士
阿
交
通
の
古
道
、
京
柱
峠
越
土
佐
西
峰
を
経
て
香
美
郡
在
所
村
（
現
在
の
香
北
町
）
国
有
林
中
に
そ
の
遺
跡
が
あ
る
こ
と
か

ら
み
て
、
こ
の
当
時
す
で
に
こ
の
地
方
へ
の
交
通
が
拓
か
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
然
流
人
の
監
視
の
た
め
誰
か
下
国
を
要
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
地
方
は
安
曇
族
の
定
住
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
八
木
氏
を
差
遣
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

京
柱
峠
か
ら
豊
永
川
（
南
小
川
）
を
展
望
す
る
と
蔭
・
柚
木
・
三
子
野
・
怒
田
・
八
畝
・
立
野
等
の
台
地
、
峰
々
が
一
鉾
に
集
る
。
「
西

三
八
木
氏
の
出
自

日
八
木
氏
の
下
国

む
ら
じ

に
よ
れ
ば
阿
曇
氏
は
綿
津
見
神
の
孫
穂
高
見
命
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
安
曇
連
は
綿
津
見
神
の
子
宇
都
志
日
金
折
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海
部
郡
宍
喰
浦
、
美
馬
郡
祖
谷
山
有
瀬

別
土
佐
境
大
道
東
よ
り
西
へ
巡
々

宍
喰
峠
の
南
（
中
略
）
（
麻
植
郡
剣
山
の
奥
）

無
塩
峠
迄
是
よ
り
祖
谷
山
（
註
無
塩
峠
Ⅱ
爪
島
峠
）

阿
佐
谷
の
南
（
註
東
祖
谷
山
村
小
川
を
経
て
京
柱
越
至
西
峰
）

有
瀬
谷
の
南
（
註
吉
野
川
通
有
瀬
を
経
て
至
岩
原
）

と
あ
り
、
す
な
わ
ち
土
州
の
交
通
路
は
宍
喰
線
、
京
柱
線
、
有
瀬
線
の
三
線
が
往
古
よ
り
開
通
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
の
で
あ
る
。

奈
良
朝
天
平
の
頃
か
ら
朝
廷
で
は
盛
ん
に
開
田
を
奨
励
し
、
開
発
し
た
も
の
は
そ
の
田
地
を
開
発
者
の
所
得
と
し
た
。
こ
の
た
め
当
時

か
ら
平
安
朝
に
か
け
て
諸
国
の
豪
族
は
、
部
民
を
使
役
し
て
大
い
に
開
拓
を
進
め
た
の
で
、
全
国
的
に
著
し
く
荘
園
が
増
加
し
た
。
思
う

い
た
や

に
こ
の
前
後
下
国
し
た
八
木
氏
は
、
土
地
高
燥
に
し
て
水
利
に
便
な
る
西
峰
を
求
め
、
居
を
板
屋
の
高
台
に
占
め
、
巳
に
土
着
し
て
い
る

先
住
者
を
督
し
て
西
峰
の
開
発
に
着
手
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
平
安
朝
時
代
早
く
も
こ
の
地
の
土
豪
と
な
り
、
一
族
蕃
術
し
て
数
十
戸
に
及
び
、
近
衛
天
皇
の
仁
平
元
年
に
は
、
佐
伯
氏
と
共

に
京
都
よ
り
工
匠
仏
師
を
招
い
て
、
堂
宇
仏
像
を
造
営
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
寺
内
豊
楽
寺
薬
師
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
仏
像
の

胎
内
銘
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
る
。

峰
」
「
京
柱
」
「
沖
」
等
の
地
名
も
こ
の
時
は
じ
め
て
つ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
地
が
往
古
よ
り
土
阿
の
通
路
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
「
阿
陽
往
古
秘
事
録
」
に

渓
の
祖
と
も
言
わ
れ
る
。

八
木
氏
の
一
族
は
分
れ
て
本
山
に
進
出
し
本
山
氏
を
称
し
、
土
佐
長
岡
吾
川
の
三
郡
を
領
し
、
勢
威
を
土
佐
全
土
に
風
廃
し
た
本
山
梅

土
州
御
境
目
御
番
所
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私
先
祖
之
儀
三
谷
停
能
と
申
者
、
山
城
国
よ
り
豊
永
郷
西
峰
村
へ
入
国
を
以
住
居
仕
候
尤
夫
れ
迄
都
而
人
家
等
も
無
御
座
野
山
開
発
仕
六
代
目
三
谷

次
郎
三
郎
天
正
十
六
年
御
検
地
御
改
正
相
受
候
下
略

風
土
記
指
出
宝
永
三
年
戎
ノ
五
月
六
日
西
峰
村

一
、
こ
す
天
王
三
谷
在
家
中
二
有
但
昔
三
谷
て
い
の
ふ
、
山
城
谷
よ
り
罷
越
節
此
所
へ
落
着
申
故
三
谷
と
唱
申
哉
外
に
申
伝
無
御
座
候

西
村
自
登
日
、
上
記
停
能
の
停
は
や
す
む
で
、
や
す
と
よ
み
、
能
は
、
の
り
即
ち
や
す
の
り
と
読
む
の
が
本
義
で
は
な
い
か
。
八
木
氏

は
本
姓
が
平
氏
で
あ
り
、
前
記
宮
堂
棟
札
の
平
氏
署
名
と
符
合
す
る
。
前
記
の
「
西
峰
風
土
記
」
に
八
木
先
祖
停
能
が
最
初
字
三
谷
に
落

着
い
た
時
地
名
を
と
っ
て
三
谷
と
呼
ん
だ
、
と
あ
る
よ
う
に
八
木
氏
は
平
家
の
出
で
は
あ
る
が
、
後
世
平
家
の
落
人
と
称
え
た
の
は
俗
説

で
誤
り
で
あ
る
。
八
木
氏
は
平
家
の
残
落
前
す
で
に
西
峰
に
入
郷
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

西
峰
三
谷
家
社
堂
棟
札
写
（
三
谷
啓
保
氏
蔵
）

御
宮
棟
札
永
禄
己
巳
三
月
十
六
日
秤
雌
詰
鰯

阿
弥
陀
堂
棟
札
三
谷
弥
太
郎
平
朝
臣
森
重

停
能
二
良
左

迄
を
書
付
置
く

阿
弥
陀
堂
棟
札
三

西
峰
先
祖
是
之
通

停
能
二
良
左
エ
門

ロ
八
木
氏
に
関
す
る
史
料

佐
渡
次
郎
三
郎
次
郎
太
夫
弥
太
郎
（
後
に
次
郎
太
夫
と
云
う
）
迄
七
代
其
よ
り
前
〈
為
覚
へ
老
人
無
之
候
故
大
蔵
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八
木
の
や
す
の
り
と
い
う
人
が
あ
っ
た
。
こ
の
人
は
国
府
の
役
所
に
召
使
わ
れ
る
よ
う
な
深
い
関
係
の
あ
る
人
で
も
な
か
っ
た
。
然
る

に
こ
の
人
が
わ
ざ
わ
ざ
賎
別
を
も
っ
て
見
送
り
に
来
て
く
れ
た
。

こ
れ
は
国
守
の
人
柄
や
政
治
の
や
り
方
な
ど
が
よ
か
っ
た
の
で
慕
わ
し
く
思
う
為
で
あ
ろ
う
が
、
吾
が
国
の
人
狗
の
日
頃
の
気
持
ち
と

し
て
は
、
官
を
や
め
て
去
る
人
に
対
し
て
は
も
う
御
世
話
に
な
ら
な
い
と
い
う
顔
を
し
て
、
寄
り
付
き
も
し
な
い
の
が
常
で
あ
る
。
し
か

し
や
す
の
り
の
よ
う
に
真
実
の
心
の
あ
る
人
は
他
人
に
遠
慮
せ
ず
こ
の
よ
う
に
恥
か
し
が
ら
ず
に
や
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
決
し
て
物
を
も

ら
っ
た
か
ら
御
世
辞
を
云
う
の
で
は
な
い
、
そ
の
真
心
が
嬉
し
い
。
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
の
一
文
は
貫
之
が
土
佐
を
離
れ
る
際
未
知
の
八
木
康
教
な
る
人
が
わ
ざ
わ
ざ
賎
別
を
も
っ
て
見
送
り
に
来
て
く
れ
た
こ
と
に
感
激
し

こ
の
一
文
は
号

た
一
条
で
あ
る
。

八
木
氏
の
史
実
に
最
も
早
く
載
っ
て
い
る
の
は
、
紀
貫
之
の
「
土
佐
日
記
」
で
あ
る
。
貫
之
は
醍
醐
天
皇
の
延
長
八
年
土
佐
国
司
と
し

て
赴
任
、
在
任
四
年
に
し
て
朱
雀
天
皇
の
承
平
四
年
十
二
月
（
九
三
四
）
土
佐
を
離
れ
て
帰
京
す
る
。
日
記
は
そ
の
旅
行
記
で
あ
る
。

そ
の
十
二
月
二
十
三
日
の
条
に

狐
八
木
康
教
は
何
処
に
住
ん
で
ど
ん
な
素
姓
の
も
の
で
あ
る
か
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
文
中
冒
頭
に
あ
る
「
こ
の
入
国
に
か
な
ら
ず
し

こ
れ
を
解
説
す
れ
ば

や
ぎ
の
や
す
の
り
と
い
う
人
あ
り
、
こ
の
入
国
に
か
な
ら
ず
し
も
い
ひ
つ
か
ふ
る
も
の
に
も
あ
ら
ざ
る
な
り
。
こ
れ
ぞ
た
だ
は
し
き
ょ
う
に
て

馬
の
は
な
む
け
し
た
る
守
か
ら
に
や
あ
ら
む
国
人
の
心
の
つ
れ
と
し
て
い
ま
は
と
て
見
え
ず
な
る
を
心
あ
る
も
の
は
は
ぢ
ず
に
な
む
来
け

る
こ
れ
は
も
の
に
よ
り
て
ほ
む
る
に
し
も
あ
ら
ず

日
土
佐
日
記
と
八
木
氏
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若
経
六
百
軸
の
奥
書
に
あ
る
。

も
い
い
つ
か
ふ
る
も
の
に
あ
ら
ず
」
と
あ
り
、
相
当
有
力
な
地
方
豪
族
で
国
府
で
自
由
に
こ
き
使
う
べ
き
人
物
で
は
な
い
と
い
う
意
も
偶

し
て
い
る
。
ま
た
「
は
ぢ
ず
に
な
む
き
け
る
」
と
あ
り
、
国
府
関
係
の
有
力
者
満
目
環
視
の
中
へ
堂
々
と
臆
す
る
色
も
な
く
招
か
れ
ざ
る

客
と
し
て
参
列
し
賎
別
し
見
送
っ
た
こ
と
は
、
仲
々
の
人
物
で
あ
っ
た
事
が
窺
わ
れ
る
。
土
佐
日
記
の
一
本
に
は
山
の
康
教
と
書
い
て
あ

る
。
即
ち
土
佐
の
山
奥
の
住
人
で
あ
る
こ
と
を
現
わ
し
て
い
る
。
土
佐
に
お
け
る
八
木
の
発
祥
地
は
西
峰
で
あ
り
、
前
記
社
堂
の
棟
札
、

豊
楽
寺
薬
師
堂
釈
迦
如
来
像
胎
内
名
（
仁
平
元
年
）
、
更
に
は
応
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）
八
木
氏
を
中
心
と
し
て
書
写
奉
納
し
た
大
般

辰 そ
の
棟
札
に

と
あ
り
。
本
山
八
木
氏
が
平
氏
を
名
乗
る
こ
と
は
西
峰
八
木
氏
の
分
系
で
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

人
或
は
但
馬
八
木
系
で
あ
る
と
云
う
が
、
但
馬
八
木
氏
は
本
姓
日
下
部
氏
で
朝
倉
氏
を
称
し
て
お
り
、
朝
倉
系
図
に
も
「
朝
倉
太
郎
大

夫
ｌ
高
清
ｌ
安
高
（
八
木
新
大
夫
）
」
と
あ
り
、
但
馬
の
八
木
谷
で
は
室
町
末
期
は
じ
め
て
八
木
姓
が
登
場
す
る
が
、
本
山
長
徳
寺
文
書

奉
上
棟
直
大
旦
那
藤
原
諸
旦
那
敬
日
、
そ
の
裏
面
に
平
高
盛
、
藤
原
（
以
下
不
明
）
永
正
七
年
と
あ
る
。

八
木
氏
は
伊
典
に
至
り
主
力
を
率
い
て
本
山
へ
引
移
り
西
峰
に
は
一
族
八
木
氏
を
残
し
神
職
を
世
襲
し
て
明
治
に
及
ん
だ
。

本
山
八
木
氏
は
伊
典
の
孫
茂
宗
に
至
り
大
い
に
興
っ
て
士
長
吾
三
郡
を
併
せ
た
が
子
茂
辰
に
至
り
長
宗
我
部
氏
の
為
に
減
さ
れ
た
。
こ

の
茂
辰
が
建
立
し
た
吾
川
郡
芳
原
村
（
現
在
春
野
町
）
若
一
王
子
の
棟
札
に

若
一
王
子
大
槽
那
平
茂
辰
御
代
官
茂
顕
と
あ
り
、
高
岡
郡
蓮
池
（
現
土
佐
市
）
の
西
宮
八
幡
の
棟
札
に
も
西
宮
八
幡
宮
犬
檀
那
平
茂

子
時
応
永
廿
年
正
月
下
旬
一
箱
書
写

志
趣
者
平
盛
成
併
氏
女
現
当
二
世
所
願
成
就
殊
子
孫
繁
昌
各
願
円
満
改
也
こ
の
盛
成
が
八
木
氏
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。

こ
の
八
木
氏
が
京
よ
り
下
国
の
際
、
負
載
し
て
来
た
三
鉢
妙
見
を
氏
神
と
し
て
柳
瀬
（
西
峰
野
々
屋
）
に
祭
っ
た
の
が
星
神
社
で
あ
る
。



第4章上古時代 122

こ
の
先
達
河
原
宮
と
あ
る
の
は
、
西
峰
永
瀬
河
原
に
鎮
座
す
る
十
二
所
神
社
を
指
す
。
ま
た
何
国
よ
り
参
候
共
玉
井
よ
り
の
意
は
同
族

的
な
も
の
を
配
下
に
お
い
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
拾
参
貫
文
は
檀
那
株
を
買
取
っ
た
金
額
で
あ
る
。
八
木
一
族
と
は
西
峰
、
本
山
の

両
八
木
氏
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
那
智
文
書
か
ら
も
八
木
氏
が
土
佐
の
諸
豪
族
と
肩
を
並
べ
る
家
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
。
：
：
：
西
峰
地
方
の
伝
承
に
、
後
柏
原
天
皇
の
永
正
七
年
（
一
五
一
○
）
の
頃
に
は
八
木
氏
の
一
族
三
十
戸
以
上
に
達
し
、
時
の
星
神

う

社
の
神
職
八
木
伊
典
と
い
う
も
の
大
志
あ
り
て
城
を
構
え
、
天
守
閣
を
設
け
二
の
丸
、
三
の
丸
ま
で
築
い
て
烏
王
の
城
と
名
づ
け
、
斯
く

と
あ
る
。

で
は
、
八
木
氏
は
鎌
倉
中
期
す
で
に
見
え
て
お
り
但
馬
八
木
説
を
採
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
こ
に
最
も
特
異
と
す
べ
き
は
豊
永
に
お
け
る
民
家
の
構
造
で
あ
る
。

日
本
の
民
家
に
は
夫
々
特
徴
が
あ
る
が
、
古
来
京
都
御
所
風
の
入
母
屋
造
り
が
こ
の
大
豊
の
西
峰
に
採
用
せ
ら
れ
諸
方
へ
拡
ま
っ
て
い

っ
た
点
が
他
で
見
ら
れ
ぬ
屋
根
型
で
あ
る
。
（
京
都
府
下
葛
野
郡
地
方
に
こ
の
型
が
み
ら
れ
る
）

こ
の
点
か
ら
も
八
木
氏
の
下
国
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

土
佐
の
国
は
往
古
よ
り
紀
伊
熊
野
信
仰
が
盛
ん
で
あ
り
、
土
佐
は
四
国
中
で
熊
野
系
神
社
が
頗
る
多
い
。
従
っ
て
地
方
の
豪
族
を
檀
那

と
し
那
智
に
は
「
諸
国
檀
那
帳
」
を
伝
え
て
い
る
。
慶
長
四
年
五
月
九
日
「
廊
之
坊
分
檀
那
目
安
」
に

那
智
の
米
良
氏
実
報
院
は
「
と
さ
の
国
八
木
一
族
何
国
よ
り
参
候
共
玉
井
よ
り
」

ま
た
熊
野
那
智
神
社
の
米
良
氏
諸
国
檀
那
帳
文
明
十
年
十
月
花
蔵
院
の
僧
都
道
筋
の
書
き
立
に

一
、
土
佐
玉
井
よ
り
持
分
一
円

先
達
河
原
宮

八
木
氏
共
惣
在
年
外
也
拾
参
貫
文

一
、
土
佐
国
一
円
同
長
宗
我
部
名
字
同
香
宗
我
部
名
字
一
条
殿
同
は
ら
い
殿
津
野
一
門
同
く
わ
の
殿
中
村
名
字
同
た
な
あ
と
殿
ふ
く
井
名
字
蓮
池
殿

き
ら
殿
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し
て
兵
糧
を
得
ん
が
た
め
伊
勢
よ
り
外
宮
の
大
神
、
出
雲
よ
り
大
国
主
大
神
、
讃
岐
よ
り
白
峰
の
大
神
を
迎
え
三
神
を
合
祭
し
て
三
宝
宮

と
称
し
、
農
民
を
集
め
て
武
運
長
久
、
五
穀
豊
鏡
を
祈
願
せ
し
に
殊
の
外
豊
作
を
得
、
数
年
を
出
で
ず
し
て
充
分
の
兵
糧
を
得
た
の
で
、

一
族
郎
党
を
従
え
、
本
山
郷
に
打
っ
て
出
て
、
本
山
城
を
占
領
し
城
主
と
な
っ
て
姓
を
革
め
た
と
い
う
。

「
土
佐
物
語
」
に
そ
の
頃
長
岡
郡
本
山
と
云
う
所
に
八
木
左
近
太
夫
茂
宗
と
い
う
人
あ
り
、
是
は
清
和
源
氏
吉
良
の
庶
流
と
云
い
伝

う
。
茂
宗
祖
父
を
八
木
伊
典
と
い
う
其
生
国
は
知
ら
ず
、
仮
名
実
名
も
詳
か
な
ら
ず
、
何
の
頃
に
か
あ
り
け
ん
彼
本
山
に
来
り
て
居
住

す
。
そ
の
子
養
明
今
茂
宗
ま
で
三
代
本
姓
を
革
め
て
本
山
と
号
す
。
と
あ
り
「
土
佐
偉
人
伝
」
本
山
梅
渓
の
条
に

そ
の
先
祖
但
馬
の
国
造
八
木
氏
に
出
づ
、
後
生
始
め
て
当
国
に
下
り
、
八
木
氏
と
称
す
、
そ
の
子
孫
長
岡
郡
本
山
に
起
り
本
山
氏
を
称

大
豊
村
西
峰
発
祥
の
八
木
氏
と
、
天
文
の
頃
長
岡
、
土
佐
、
吾
川
の
三
郡
と
高
岡
郡
東
南
部
に
ま
で
勢
力
を
伸
長
し
、
一
世
に
覇
を
と

な
え
た
近
世
の
強
豪
本
山
氏
と
の
関
係
は
、
郷
士
史
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
、
ま
こ
と
に
興
味
の
深
い
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
土

佐
物
語
の
八
木
氏
に
つ
い
て
前
述
の
よ
う
に
茂
宗
祖
父
を
八
木
伊
典
と
い
う
、
そ
の
生
国
は
知
ら
ず
、
仮
名
実
名
も
詳
か
な
ら
ず
何
の
頃

に
か
あ
り
け
ん
彼
本
山
に
来
り
て
居
住
す
と
あ
る
か
ら
前
記
西
峰
の
八
木
伊
典
と
云
え
な
く
も
な
い
。

西
峰
字
ハ
イ
ノ
キ
ョ
ウ
に
星
神
社
が
あ
る
。
そ
の
歴
代
神
職
を
見
る
と

初
代
八
木
伊
典
永
正
年
代

二
代
八
木
丑
太
夫
慶
長
年
間
の
頃
ま
で

三
代
八
木
東
太
夫
寛
永
年
代
前
後

四
代
八
木
千
日
太
夫
延
宝
年
代
前
後

五
代
八
木
茂
太
夫
宝
永
年
代
前
後

六
代
八
木
千
太
夫
享
保
年
代
前
後

す
。
と
あ
る
。
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西
峰
字
板
屋
は
八
木
、
三
谷
両
氏
の
居
住
地
で
後
方
は
烏
王
城
と
い
う
山
を
負
い
、
自
然
の
山
形
は
山
城
型
に
本
丸
、
二
の
丸
、
三
の

丸
の
階
段
を
な
し
、
こ
の
流
域
を
一
望
に
あ
つ
め
る
要
域
で
あ
る
。
板
屋
と
い
う
の
は
京
都
あ
た
り
で
貴
族
の
住
む
屋
号
を
指
し
た
も
の

で
、
奈
良
時
代
上
流
の
家
屋
は
板
葺
屋
根
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
俗
に
板
屋
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
。
こ
の
板
屋
、
柳
瀬
部
落
の
氏
神
は
前

に
述
べ
た
よ
う
に
三
鉢
妙
見
で
、
高
さ
約
八
寸
、
衣
冠
姿
の
木
像
三
体
、
径
三
・
五
分
位
の
梅
菊
亀
鶴
鏡
が
一
面
あ
る
平
安
時
代
の
作
と

推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
天
正
地
検
帳
に
、
西
峰
名
で
「
イ
タ
ャ
一
反
五
代
一
歩
、
左
衛
門
太
郎
居
」
と
あ
る
。

本
山
梅
渓
の
祖
父
は
土
佐
物
語
で
ゑ
る
と
八
木
伊
典
と
云
う
。
西
峰
の
神
職
も
初
代
を
八
木
伊
典
と
云
う
。
し
か
も
永
正
年
代
の
人
と

云
う
、
永
正
は
十
七
年
あ
り
（
一
五
○
四
’
一
五
二
○
年
ま
で
）
本
山
梅
渓
が
弘
治
、
永
禄
の
人
と
す
れ
ば
年
代
か
ら
み
て
も
符
合
す
る
。
確
証

な
い
と
は
云
え
語
り
伝
え
た
伝
承
と
し
て
貴
重
な
重
み
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。

と

あ十九八七
る代代代代

0

八八八八

木 木 木 木
須好出万
太 太 羽 太
夫夫之夫

進

四
西
峰
の
板
屋

宝
暦
年
代
前
後

寛
政
年
代
前
後

文
化
年
代
前
後

天
保
十
三
年
よ
り
明
治
五
年
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粟
物
部
服
部
錦
部
宗
我
部
矢
田
部
家
部
等
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
み
て
土
佐
の
宗
我
部
が
こ
の
方
面
か
ら
吉

野
川
を
遡
っ
て
来
た
も
の
か
ど
う
か
。

「
土
佐
群
書
類
従
」
所
収
長
宗
我
部
別
本
の
「
長
宗
我
部
譜
」
に
は
「
蓋
間
長
宗
我
部
氏
者
、
其
始
祖
従
二
異
国
一
来
着
二
船
於
日
本

伊
勢
国
桑
名
浦
一
浦
人
以
扶
し
之
属
二
居
干
蚊
一
・
是
浦
人
桑
名
弥
次
兵
衛
之
遠
祖
也
・
長
宗
我
部
氏
発
二
桑
名
一
以
赴
ニ
土
佐
国
一
到
二
本
山

郷
一
。
而
依
二
其
郷
司
本
山
氏
一
以
扶
し
之
。
是
問
桑
名
氏
従
駕
一
。
同
国
ヲ
コ
ノ
郷
民
招
二
長
宗
我
部
氏
以
立
し
之
為
二
其
郷
士
一
と
あ
る
。

本
山
氏
は
平
安
末
期
又
は
鎌
倉
初
期
に
は
名
を
出
し
て
い
な
い
。
の
み
な
ら
ず
本
山
方
面
に
長
宗
我
部
氏
を
考
証
す
る
も
の
は
な
に
も

な
い
。
し
か
る
に
豊
楽
寺
の
仏
像
銘
に
曽
我
部
氏
二
、
秦
氏
一
の
記
名
が
あ
る
。
ま
た
後
年
の
こ
と
で
あ
る
が
長
宗
我
部
亡
び
た
あ
と
、

豊
楽
寺
の
東
隣
に
あ
る
竹
崎
屋
敷
に
住
ん
で
い
た
桑
名
氏
の
一
族
桑
名
豊
後
（
桑
名
丹
後
の
兄
）
の
子
太
郎
右
衛
門
は
滝
山
一
摸
の
功
に
よ

り
士
分
と
な
っ
た
が
、
こ
の
竹
崎
屋
敷
と
い
う
の
が
、
秦
氏
の
一
時
住
ん
だ
屋
敷
あ
と
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
土

佐
で
秦
氏
の
祖
霊
を
肥
っ
た
神
社
は
な
い
が
、
只
一
つ
香
美
郡
槙
山
別
役
に
延
喜
式
内
社
「
小
松
神
社
」
が
創
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

こ
の
よ
う
に
秦
氏
が
豊
楽
寺
の
篤
信
者
で
あ
り
、
ま
た
元
亀
三
年
に
は
元
親
が
願
主
と
な
っ
て
大
修
復
を
行
う
な
ど
大
豊
の
地
と
長
宗

我
部
家
と
は
浅
か
ら
ぬ
因
縁
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

の
宗
我
部
郷
は
香
美
郡
、
長
岡

上
郷
の
「
延
喜
二
年
戸
籍
」
に

る
○

仁
平
元
年
（
二
五
○
）
豊
楽
寺
寄
進
銘
に
は
佐
伯
氏
が
多
い
が
、
つ
い
で
八
木
の
名
が
、
そ
れ
に
宗
我
部
氏
が
つ
づ
い
て
い
る
。
こ

宗
我
部
郷
は
香
美
郡
、
長
岡
郡
に
分
れ
、
香
美
を
香
宗
我
部
、
長
岡
を
長
宗
我
部
と
称
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
阿
波
国
田

㈲
長
宗
我
部
氏

’
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本
山
町
寺
家
に
久
安
五
年
草
創
さ
れ
た
古
剃
長
徳
寺
が
あ
る
。
こ
こ
に
鎌
倉
時
代
よ
り
室
町
時
代
に
か
け
て
三
十
六
紙
の
古
文
書
が
あ

る
。
所
謂
長
徳
寺
文
書
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
八
木
、
秦
等
関
係
の
文
書
を
抽
出
す
る
と
、

一
、
留
守
所
下
吾
橋
山
一
色
可
早
免
除
自
我
社
供
田
下
地
事
合
参
反
者
字
下
永
田

右
件
供
出
下
地
者
為
永
代
証
定
免
除
之
状
々
価
口
為
後
々
末
代
於
之
時
不
可
有
相
違
者
也
然
者
前
被
下
地
者
正
後
妨
可
為
実
茂
之
領
分
之
状
如

二
、
吾
椅
庄
内
惣
一
職
事

嘉
禎
二
年
十
二
月
十
一
日

件

定
補
清
高
女

右
於
三
社
自
我
十
二
所
若
一
王
子
惣
一
職
与
清
高
女
重
代
相
伝
無
相
違
門
補
被
職
也
別
而
子
を
孫
々
不
可
有
他
人
の
□
口
御
口
堂
に
お
い
て
は
可

被
忠
節
者
也
価
為
末
代
状
如
件

応
安
七
年
十
二
月
十
五
日

信
濃
八
木

奉
寄
進
長
徳
寺
々
領
事

㈱
長
徳
寺
文
書
と
八
木
氏

散右
位馬

允

目
代

散
位
八
木

左
衛
門
尉
花
押

秦
花
押

八
木
花
押
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と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
文
書
を
総
合
し
て
考
察
す
れ
ば
、
こ
の
地
方
の
領
主
で
あ
っ
た
八
木
氏
の
祖
、
頼
則
・
盛
政
等
が
近
衛
天
皇
の
久

安
五
年
（
二
四
九
）
以
降
こ
の
吾
橋
（
本
山
）
地
方
を
開
発
し
、
加
え
て
精
神
的
拠
り
所
と
し
て
長
徳
寺
や
鎮
守
社
を
紀
伊
熊
野
よ
り

右
の
如
く
長
徳
寺
文
書
に
八
木
氏
の
名
が
見
え
る
の
は
四
条
天
皇
の
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
か
ら
北
朝
後
亀
山
天
皇
の
応
安
七
年

（
一
三
七
四
）
と
二
年
後
の
永
和
二
年
の
三
件
で
あ
る
。

ま
た
建
武
元
年
四
月
、
長
徳
寺
の
院
主
宗
賢
が
将
軍
家
あ
て
の
訴
状
に

右
当
寺
者
吾
椅
開
発
領
主
頼
則
盛
政
等
去
久
安
五
年
定
置
寺
領
四
至
堺
奉
施
入
荒
野
以
来
云
本
堂
云
鎮
守
星
霜
年
久
崇
敬
異
干
他
霊
場
也
。
然
程
寺

領
依
為
最
狭
少
年
を
破
壊
顛
倒
之
間
先
師
等
如
形
遂
修
造
之
功
至
干
宗
賢
干
今
無
相
違
所
令
相
続
也
髪
去
年
五
月
当
寺
悉
令
焼
失
詑
而
宗
賢
自
元
無

力
之
上
近
年
一
方
西
堺
当
山
内
北
泉
地
頭
陰
山
孫
五
郎
為
長
崎
左
衛
門
入
道
円
喜
祇
候
人
之
間
以
被
権
威
動
依
令
濫
妨
寺
領
山
畠
荒
野
等
不
全
寺
務

弱
寺
家
荒
廃
之
間
以
宗
賢
自
力
難
令
造
営
之
処
陰
山
為
朝
敵
与
同
損
巳
詑
価
為
閥
所
国
務
御
管
領
之
上
者
可
被
上
被
非
分
之
違
乱
之
処
河
俣
因
幡

公
当
山
所
務
之
間
使
者
弥
藤
次
去
月
上
旬
令
状
札
寺
領
西
汗
見
作
麦
可
遂
済
年
貢
之
旨
及
非
分
沙
汰
之
条
難
堪
次
第
也
当
寺
者
為
守
護
御
領
内
之
上

者
可
須
奥
所
御
沙
汰
之
由
令
訴
詔
之
副
及
如
此
御
沙
汰
之
間
為
同
上
聞
令
上
洛
者
早
被
垂
御
敬
心
被
止
被
煩
預
御
合
力
欽
遂
其
功
就
中
今
幸
奉
遇
善

政
御
代
殊
順
御
覧
法
貴
御
者
被
直
朝
敵
円
喜
家
人
陰
山
孫
五
郎
非
分
違
乱
跡
伍
根
本
河
副
山
内
地
主
寄
進
状
四
至
之
旨
悉
下
預
安
堵
御
下
知
且
遂
造

之
切
且
後
弥
為
抽
御
祷
之
忠
勤
粗
言
上
如
件

建
武
元
年
四
月
□

四
、
至
東
限
ア
ト
ノ
谷
南
限
大
河
西
限
ヲ
リ
ラ
ノ
ミ
子
北
限
坂
本
ノ
北
堺

但
此
内
ニ
シ
ウ
タ
ノ
名
立
野
分
除
之

右
於
寺
領
者
任
先
祖
寄
進
状
旨
重
所
令
寄
進
也

子
孫
等
更
不
可
有
違
乱
依
為
後
代
寄
進
之
状
旨
如
件

永
和
二
年
三
月
九
日

前
信
濃
守
八
木
朝
臣
花
押
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勧
請
し
創
立
し
た
。

そ
れ
よ
り
約
二
百
十
余
年
を
経
て
四
条
天
皇
の
嘉
禎
二
年
散
位
八
木
某
が
こ
の
吾
橋
の
庄
を
社
寺
に
寄
進
し
た
。
そ
れ
よ
り
更
に
百
三

十
八
年
を
経
た
御
亀
山
天
皇
の
文
中
三
年
（
北
朝
の
応
安
七
年
）
に
信
濃
八
木
な
る
も
の
が
清
高
女
な
る
人
に
長
徳
寺
三
社
即
ち
白
我
、

十
二
所
、
若
一
王
子
の
惣
一
職
（
司
祭
者
）
を
世
襲
せ
し
む
る
定
補
状
を
出
し
た
。

（
西
村
自
登
註
こ
の
清
高
女
の
人
物
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
本
山
懐
古
史
に
よ
れ
ば
、
こ
の
清
高
女
を
唯
一
の
史
料
と
し
て
但
馬
八
木
氏
が
は
じ
め
て
土
佐
に
下
国
し
た

と
あ
る
が
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
但
馬
八
木
谷
の
朝
倉
家
は
高
清
の
子
安
高
に
な
っ
て
始
め
て
八
木
新
大
夫
と
名
乗
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
但
馬
に
は
八
木
姓
は
な

い
。
従
而
年
代
的
に
も
符
合
し
な
い
。
お
そ
ら
く
高
清
、
安
高
を
取
合
せ
て
創
作
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
）

と
こ
ろ
が
開
発
の
古
き
を
も
っ
て
知
ら
れ
る
徳
島
県
西
祖
谷
山
村
榎
名
八
幡
宮
の
棟
札
に
、

大
願
主
並
神
子
佐
伯
光
重
佐
伯
新
宮
高
女
佐
伯
守
重
佐
伯
光
弘
大
工
藤
原
永
季
八
木
家
成
沙
弥
宥
宗
佐
伯
貞
重
八
木
成
貞
八
木
貞
成
紀
重
友
清
原
成

友
佐
伯
貞
盛
佐
伯
季
盛
並
鍛
冶
紀
真
弘
大
願
主
等
佐
伯
守
貞
子
時
応
永
廿
六
年
己
寅
年
十
一
月
二
日

と
あ
る
。
こ
の
記
名
中
に
佐
伯
新
宮
「
高
女
」
と
あ
る
の
は
注
意
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
前
記
応
安
七
年
を
降
る
四
十
四
年
ま
で
時
代
を

同
じ
く
し
、
紀
伊
新
宮
の
司
祭
者
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
清
高
女
と
同
一
人
で
は
な
い
か
と
も
推
量
さ
れ
る
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

尚
宗
賢
訴
状
の
中
に
「
河
俣
因
幡
公
当
山
所
務
之
間
云
々
」
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
河
俣
氏
は
本
町
八
畝
部
落
の
と
び
地
川
又
に
天
平

勝
宝
の
時
代
京
都
よ
り
配
流
の
亜
女
を
護
送
し
て
来
た
者
が
地
名
を
と
っ
て
河
俣
氏
を
称
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
高
知
県
神
社
明
細

帳
に
「
昔
大
杉
之
根
に
鐘
篭
有
之
由
、
大
杉
川
俣
氏
の
古
よ
り
祭
之
云
々
」
と
あ
る
が
、
長
徳
寺
草
創
に
つ
い
て
も
川
又
に
配
流
さ
れ
た

熊
野
の
亜
女
の
熊
野
・
京
師
方
面
へ
の
斡
旋
で
当
時
河
俣
氏
が
寺
務
を
処
理
し
て
居
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
る
の
で
あ
る
。

八
木
氏
関
係
の
古
文
書
に
、
謹
簡
集
所
収
御
子
谷
譲
状
が
あ
る
。

㈹
御
子
谷
譲
状
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岩
村
、
潮
江
等
に
蕃
術
し
た
。

こ
の
川
沿
い
は
往
古
よ
り
豊
永
と
韮
生
を
結
ぶ
古
い
交
通
路
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
松
尾
越
と
し
て
最
近
ま
で
吾
々
に
馴
染
ん
で
来
た
豊

韮
の
要
路
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
通
り
そ
の
上
流
で
あ
る
谷
相
に
班
女
の
配
所
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
川
を
御
子
谷
と
呼
ん
で
い

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
御
子
谷
と
は
、
松
尾
峠

日
の
御
子
川
の
こ
と
で
あ
る
。

た
証
で
あ
る
。

氏
の
長
者
た
る
八
木
氏
が
一
族
を
率
い
て
氏
神
を
記
っ
た
そ
の
祁
職
と
し
て
の
年
譜
書
を
み
る
と
、

西
峰
を
土
佐
八
木
氏
の
発
祥
地
と
し
て
繁
栄
を
つ
づ
け
た
八
木
の
一
族
は
室
町
時
代
に
は
す
で
に
本
山
町
、
新
改
（
南
国
市
）
、
大
涌
、

左
近
将
監
八
木
為
時
花
押

有
時
花
押

こ
の
文
書
は
物
部
（
現
在
の
物
部
村
）
の
末
延
氏
が
八
木
氏
よ
り
御
子
谷
で
新
田
及
び
従
者
並
に
飼
牛
ま
で
揃
え
て
一
戸
前
を
譲
与
さ
れ

蛍
前
従
一
人
字
郎
冠
者
蜜
童
女
牛
一
頭

配
分
之
旨
無
違
乱
可
令
領
状
如
件

左
近
将
監
八
木
為
時
譲
与

蛍
太
郎
北
知
を
木

弘
安
六
年
正
月
三
日

左
近
将
監
八

例
蕃
桁
す
る
八
木
一
族

松
尾
峠
を
分
水
嶺
と
し
て
落
合
へ
流
れ
る
南
大
王
川
と
は
反
対
側
の
香
北
町
の
日
の
御
子
へ
流
れ
る
物
部
川
支
流

蛍
太
郎
分
御
子
谷
新
田
上
下
蛍



第4章上古時代 130

前
記
西
峰
住
人
綾
氏
の
奥
書
か
ら
み
て
八
木
氏
が
平
安
の
初
、
一
族
と
共
に
下
国
す
る
際
、
京
都
よ
り
綾
氏
を
従
え
て
来
峰
し
た
事
が

窺
わ
れ
る
。
従
っ
て
決
し
て
鎌
倉
中
期
や
但
馬
八
木
説
の
室
町
末
期
の
来
峰
で
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
大
豊
町
民
の
族
系
は
原
種
が
ア
イ
ヌ
系
佐
伯
族
、
つ
い
で
綿
津
見
系
安
曇
族
及
び
出
雲
族
で
あ
る
。
こ
の
出
雲
族
で

も
土
佐
で
蕃
術
し
た
の
は
大
和
の
葛
城
山
の
高
賀
茂
大
神
す
な
わ
ち
葛
城
の
一
事
主
命
系
で
あ
る
。

八
木
伊
典
Ｉ
（
永
正
以
前
）
丑
太
夫
慶
長
）
ｌ
東
太
夫
（
寛
永
）
’
千
日
太
夫
（
延
毒
ｌ
茂
太
夫
（
宝
永
）
’
千
日
太
夫
章
保
）
１
万
太
夫
（
宝

麿
出
羽
進
（
寛
政
）
ｌ
好
太
夫
Ｉ
（
文
化
）
順
太
夫
美
保
Ｉ
明
治
）
と
な
っ
て
居
り
当
然
一
族
も
西
峰
の
承
に
て
も
数
十
戸
に
及
ん
だ
。

の
頃
）
し
堅

が
あ
っ
た
。

と
あ
る
。

八
木
氏
の
繁
栄
、
西
峰
の
文
化
を
象
徴
す
る
に
綾
氏
が
あ
る
。
室
町
期
の
応
永
二
十
年
奉
納
の
大
般
若
経
の
奥
書
に
、

大
般
若
波
羅
密
多
経
巻
第
五
百
四
拾
五
粟
生
定
福
寺
常
住
結
縁
旦
那
綾
重
光
同
第
五
百
四
十
三
有
志
者
為
結
縁
慈
母
綾
重
光
西
峰
住
人

同
第
五
百
四
十
一
結
縁
檀
那
綾
是
光
為
慈
母
千
時
応
永
二
十
年
五
月
上
日
書
此
了

こ
の
綾
氏
は
景
行
天
皇
の
出
自
で
あ
る
と
も
、
ま
た
は
漢
霊
帝
の
子
孫
が
七
姓
十
七
県
の
氏
を
率
い
て
日
本
に
帰
化
（
応
神
天
皇
廿
年

唄
）
し
た
も
の
と
も
言
う
。
呉
織
（
く
れ
は
お
り
）
穴
織
（
あ
や
は
お
り
）
の
技
工
に
長
じ
て
い
た
が
こ
れ
を
掌
る
も
の
と
し
て
綾
君
、
漢
氏

伽
八
木
氏
と
綾
氏
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。
；
’
一
銭
ｉ
Ｌ
Ｉ

孝
謙
天
皇
天
平
勝
宝
四
年
八
月
庚
寅
捉
二
京
師
亜
硯
十
七
人
一
配
二
伊
豆
、
隠
岐
、
土
佐
等
遠
国
一
と
あ
る
。

今
よ
り
千
年
の
昔
、
平
安
朝
の
初
期
（
桓
武
天
皇
の
延
暦
十
六
年
）
伊
予
の
馬
立
か
ら
笹
ヶ
峰
を
超
え
立
川
、
本
山
を
経
て
土
佐
の
国

府
に
通
ず
る
駅
路
が
開
け
た
事
も
あ
り
、
大
豊
の
地
は
中
央
文
化
の
光
に
比
較
的
早
く
浴
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
よ
り
先
四

国
の
大
動
脈
で
あ
る
吉
野
川
が
四
国
山
脈
に
添
う
て
東
に
走
っ
て
い
る
所
か
ら
、
先
住
民
族
が
河
口
よ
り
漸
次
上
流
へ
と
移
動
し
、
居
住

し
た
遺
跡
が
各
地
で
発
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
の
べ
た
通
り
で
あ
り
、
そ
の
人
文
は
き
わ
め
て
古
い
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
土
佐
は
四
国
山
脈
を
分
水
嶺
と
し
て
地
積
こ
そ
広
大
で
あ
る
が
、
前
に
太
平
洋
の
荒
海
を
控
え
、
う
し
ろ
は
山
岳
の
背
壁
で
あ

る
た
め
、
上
古
よ
り
配
流
の
国
と
さ
れ
て
い
た
。

従
っ
て
裏
四
国
に
比
し
、
文
化
の
遅
れ
た
い
わ
ゆ
る
後
進
国
と
し
て
、
延
喜
式
に
も
京
師
よ
り
一
、
一
三
五
里
、
伊
豆
・
隠
岐
・
常
陸
・
佐

渡
・
安
房
等
並
の
遠
流
の
国
と
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
文
化
の
遅
れ
る
地
理
的
環
境
に
は
あ
っ
た
が
、
一
面
配
流
者
に
よ

っ
て
進
ん
だ
中
央
文
化
も
ま
た
消
化
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
土
佐
へ
は
天
武
天
皇
の
五
年
以
降
数
十
人
が
配
流
さ
れ
て
い
る
。

孝
謙
天
皇
の
天
平
勝
宝
四
年
八
月
（
七
五
二
）
京
師
の
亜
硯
十
七
人
が
土
佐
、
伊
豆
、
隠
岐
の
三
国
に
配
流
さ
れ
た
。

「
続
日
本
紀
」
に

四
大
豊
の
蕊
明

㈲
亜
硯
の
配
流
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錐
こ

香
川
県
小
豆
島
の
坂
手
村
は
、
昔
「
セ
セ
御
前
」
と
い
う
丞
女
が
開
村
し
た
の
が
始
ま
り
だ
と
「
讃
岐
史
初
編
」
に
書
い
て
あ
る
。
こ

の
島
に
は
池
田
町
に
熊
野
神
社
、
内
海
町
に
聖
神
社
と
い
う
熊
野
系
二
古
社
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
熊
野
の
亜
女
、
い
わ
ゆ
る
熊
野
比
丘
尼

が
開
村
し
て
神
霊
を
祁
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
首
肯
さ
れ
る
。

ま
た
阿
波
蜂
須
賀
家
よ
り
祖
谷
山
の
統
治
を
任
さ
れ
た
喜
多
源
内
が
宝
暦
九
年
に
書
い
た
「
東
西
祖
谷
山
記
深
山
草
」
に

初
昔
祖
谷
山
開
山
恵
伊
羅
御
子
小
野
老
婆
風
雪
の
如
く
出
現
し
て
ま
ず
地
の
三
十
禽
を
表
三
十
六
名
に
踏
み
分
ち
、
天
地
陰
陽

を
東
西
に
分
つ
、
巡
回
の
日
数
を
表
東
十
二
名
と
定
め
、
月
の
内
節
二
十
四
気
に
形
ど
り
西
二
十
四
名
に
定
め
、
云
々
と
あ
る
。

を
東
西
に
分
つ
、
鞭

又
「
阿
波
史
料
」

こ
れ
に
つ
い
て
「
粟
の
落
穂
（
野
口
年
長
著
）
」
は

京
都
の
亜
観
十
七
人
を
土
佐
等
へ
配
せ
し
こ
と
あ
れ
ば
、
祖
谷
山
村
は
土
佐
国
に
近
き
故
に
彼
の
亜
頚
来
り
て
、
怪
し
き
業
せ
し
を
斯

く
伝
え
た
る
に
非
ざ
る
か
と
述
べ
て
い
る
。
尚
同
書
に
日
く
「
或
人
の
説
に
三
代
実
録
の
貞
観
十
四
年
十
一
月
二
十
九
日
の
条
に
、
阿
波

国
正
六
位
上
伊
比
良
畔
神
従
五
位
を
授
く
と
あ
る
の
は
是
れ
恵
伊
羅
祖
母
宮
な
る
べ
し
」
と
。

古
有
二
正
恵
伊
良
美
古
登
一
来
教
二
耕
転
機
織
之
業
一
学
者
拠
天
平
勝
宝
四
流
二
京
師
皿
十
七
人
土
佐
一
謂
二
自
レ
土
佐
来
一
土
人
謂
自
レ
伊
予
来
其
基
今
在
二

閉
定
一

ロ
亜
脱
文
化
の
発
祥
、
巡
教
と
社
寺
の
創
立

白
亜
硯
の
配
所

Iこ
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大
豊
町
と
そ
の
隣
接
す
る
物
部
村
に
は
配
流
さ
れ
た
王
女
又
は
そ
の
机
神
を
肥
る
姥
神
社
と
称
す
る
特
殊
な
神
社
が
旧
村
社
格
、
又
は

氏
神
の
境
内
社
と
し
て
創
立
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
。

著
者
西
村
自
登
は
昭
和
三
十
五
年
川
又
川
を
遡
ぼ
る
谷
相
（
旧
鴬
林
川
作
業
所
付
近
）
で
韮
覗
の
配
所
跡
で
あ
る
石
垣
、
焼
畑
跡
、
古
墳
十

二
肢
、
、
跡
、
杉
、
憎
の
古
株
を
発
見
し
た
。
（
こ
の
辺
一
柵
は
商
川
の
た
め
古
米
杉
桧
の
Ⅲ
化
林
は
な
く
、
こ
の
尚
稚
流
人
が
ｎ
か
ら
Ｍ
え
た
も
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
）

こ
の
墓
の
群
落
は
小
畦
を
塊
と
し
て
上
手
に
一
直
線
に
五
基
が
並
び
下
手
に
、
乱
雑
に
七
荻
の
蕊
群
が
あ
る
。
墓
の
形
式
か
ら
み
て
盤

然
た
る
上
手
の
五
基
が
亜
猟
の
墓
で
、
雑
然
た
る
七
基
は
そ
の
従
者
の
墓
で
あ
ろ
う
。
下
手
の
従
者
で
あ
ろ
う
一
基
を
発
掘
し
て
み
た
が

何
も
発
見
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
勿
論
火
葬
時
代
で
あ
り
、
す
で
に
千
年
を
経
た
こ
と
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
骨
片
な
り
、
副
葬

砧
等
が
あ
る
と
す
れ
ば
土
隅
に
変
色
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
こ
れ
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
若
者
は
大
胆
な
判
断
を
行
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
豊
永
、
祖
谷
山
等
に
姥
神
社
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
垂
親
達
は
服
役
期
を
終
っ
た
の
ち
夫
々
集
落
に
出
で
土
着
し
、

布
教
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
為
の
院
跡
埋
滅
の
目
的
を
も
っ
て
空
墓
を
築
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
証
と
し
て

'Kiﾘ』の墓石群

て
空
墓
を
築
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
証
と
し
て

こ
の
墓
群
が
数
年
に
亘
っ
て
川
来
た
も
の
で
な
く
同
時
に
造
っ
た
如
く

見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
周
囲
の
川
又
・
南
大
王
・
八
川
・
大
碓
・
桃

原
、
更
に
は
香
美
郡
在
所
村
川
内
（
現
秀
北
川
）
槙
山
等
に
姥
神
社
が
刺

立
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
神
社
に
同
時
代
を
語
る
大
樹
の
神
木
が

現
存
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
一
般
に
云
わ
れ
る
こ
の
古
城
が
山
侭
又

は
木
地
屋
の
生
活
の
希
残
り
だ
と
い
う
説
を
と
ら
ず
、
配
所
あ
と
で
あ

る
と
立
証
す
る
の
で
あ
る
。
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海
部
郡
宍
喰
浦
美
馬
郡
祖
谷
山
有
瀬

別
土
佐
境
大
道
東
よ
り
西
へ
巡
々
宍
喰
浦
の
南
（
中
略
）
麻
植
郡
木
屋
平
剣
山
之
奥
無
塩
峠
迄
是
よ
り
祖
谷
山

同
阿
佐
名
の
南
同
有
瀬
名
の
南

と
あ
り
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
阿
土
の
交
通
路
は
二
つ
あ
っ
て
、
海
部
郡
宍
喰
浦
よ
り
甲
浦
通
り
野
根
山
越
え
に
土
佐
に
通
ず
る
の
と
、
三

好
郡
西
祖
谷
山
村
有
瀬
か
ら
豊
永
郷
岩
原
に
通
ず
る
道
が
そ
れ
で
あ
る
。
更
に
こ
れ
の
別
道
と
し
て
穴
吹
、
貞
光
よ
り
木
屋
平
、
一
宇
を

経
て
無
塩
峠
（
小
島
峠
）
か
ら
東
祖
谷
山
の
阿
佐
、
樫
尾
を
す
ぎ
京
柱
よ
り
西
峰
に
出
る
筋
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
阿
土
交
通
の
中
央
道
で
あ

流
刑
の
仕
法
に
つ
い
て
延
喜
式
で
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
穴
代
博
士
国
史
大
辞
典
に
よ
る
）

遠
流
安
一
房
常
陸
佐
渡
隠
岐
土
佐

亜
女
の
流
人
が
来
国
す
る
に
従
来
の
幡
多
路
を
と
ら
ず
紀
伊
淡
路
を
経
て
、
前
述
の
北
通
り
、
す
な
わ
ち
吉
野
川
沿
い
に
三
縄
か
ら
有
瀬

を
す
ぎ
土
佐
岩
原
口
で
土
佐
の
役
人
に
引
渡
さ
れ
、
八
川
大
西
通
り
か
ら
松
尾
越
の
道
に
よ
り
谷
相
に
配
所
を
定
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

る
0

「
阿
陽
往
古
秘
事
録
」
に

土
州
御
境
目
御
番
所

海
部
郡
宍
喰
浦
美

別
土
佐
境
大
道
東

同
阿
佐
名
の
南
同

田
流
刑
の
仕
法

四
亜
硯
の
来
た
巡
路
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近
流
越
前
安
芸

し
か
し
時
代
に
よ
り
変
遷
し
上
総
・
下
総
・
越
後
・
出
雲
・
周
防
・
阿
波
・
伊
豆
等
に
流
し
た
こ
と
も
勘
な
く
な
い
。
凡
て
流
人
は
発

遣
前
は
獄
中
に
禁
し
、
発
遣
せ
ん
と
す
る
と
き
は
太
政
官
よ
り
先
ず
符
を
下
し
て
刑
部
及
び
国
司
に
告
げ
、
妻
妾
は
必
ず
之
に
従
わ
し
め
、

父
祖
、
子
孫
は
随
わ
ん
と
欲
す
れ
ば
其
の
意
に
任
か
せ
、
家
人
は
従
う
こ
と
を
聴
か
ず
、
刑
部
及
び
国
司
は
太
政
官
符
に
よ
り
て
随
う
べ

き
家
口
と
、
発
遣
の
日
月
と
を
つ
ぶ
さ
に
記
録
し
て
配
所
に
下
し
、
途
次
に
防
援
を
差
し
た
右
兵
衛
を
部
類
と
し
、
途
中
は
程
糧
を
給
し

て
配
所
に
達
せ
し
め
、
既
に
配
所
に
至
る
と
き
は
即
ち
良
賎
男
女
大
小
を
論
ぜ
ず
人
ご
と
に
日
に
米
一
升
、
塩
一
勺
を
給
し
ま
た
田
を
給

し
来
年
の
春
に
至
り
種
子
を
給
し
秋
に
至
れ
ば
糧
食
種
子
共
に
停
む
。
流
人
は
凡
て
紘
若
し
く
は
盤
柳
を
着
し
一
人
毎
に
両
人
防
援
し
て

配
所
に
役
せ
ら
れ
る
こ
と
－
年
に
し
て
其
の
間
は
課
役
を
免
じ
官
糧
を
給
す
。
満
役
に
及
び
若
し
く
は
赦
に
遇
い
て
役
を
免
ぜ
ら
れ
る
時

は
配
所
の
籍
に
編
入
し
課
役
は
百
姓
と
同
じ
く
し
配
所
に
て
未
だ
六
年
に
至
ら
ず
し
て
死
去
す
る
と
き
は
家
口
は
既
に
其
所
に
附
籍
す
る

と
共
に
還
ら
ん
と
願
う
時
は
放
ち
還
す
。
ま
た
官
人
流
罪
を
犯
す
時
は
除
名
し
て
配
所
に
赴
か
し
め
五
年
の
後
再
び
仕
う
る
こ
と
を
聴

し
、
僧
侶
は
先
ず
還
俗
せ
し
め
て
後
に
配
流
す
る
の
制
あ
り
。

中
流川

又
部
落
は
八
畝
の
飛
び
地
で
あ
り
落
合
よ
り
川
又
川
を
遡
る
こ
と
約
二
里
の
所
に
あ
る
小
集
落
で
あ
る
。

分
水
嶺
松
尾
の
峠
を
経
て
日
の
御
子
に
出
る
旧
韮
生
街
道
が
あ
り
、
往
時
豊
永
煙
草
と
称
揚
さ
れ
た
西
峰
、
柚
木
産
の
煙
草
が
こ
の
道

を
通
り
香
南
に
搬
出
さ
れ
、
塩
・
干
魚
・
雑
貨
が
逆
に
移
入
さ
れ
た
。
従
っ
て
こ
の
通
路
は
嶺
南
と
結
ぶ
交
通
路
と
し
て
重
要
な
価
値
を

も
っ
て
最
近
に
迄
至
っ
た
の
で
あ
る
。

信
濃

越
前

㈲
谷
相
配
所

伊
予

安
芸
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川
又
部
落
地
蔵
堂
の
境
内
に
あ
る
杉
の
古
株
は
そ
の
上
円
形
の
直
径
が
四
・
三
米
も
あ
り
、
そ
の
空
洞
に
直
径
○
・
六
米
の
杉
五
株
、

雑
木
二
株
が
同
生
し
て
お
り
見
事
な
巨
杉
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

う
ば
が
柔
じ
ん
じ
ゃ

ま
た
川
又
氏
神
の
姥
神
神
社
境
内
の
神
木
で
あ
っ
た
杉
の
古
株
も
直
径
三
・
四
五
米
、
そ
の
年
輪
は
約
一
、
二
○
○
年
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
杉
の
年
輪
か
ら
推
し
て
配
流
の
王
女
の
手
植
で
あ
ろ
う
こ
と
、
谷
相
と
い
う
地
区
が
豊
永
の
在
所
と
香
我
美
平
野
の
中
間

地
に
あ
る
当
時
の
要
衝
で
す
で
に
開
拓
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
前
記
の
古
墳
群
、
更
に
は
婦
人
用
短
刀
の
出
土
等
か
ら
王
女
の
配

流
を
証
肌
す
る
の
で
あ
る
。

が
，
あ
る
。

亜頚古墳より発見された懐剣を肥る洞

川又姥神社御神体石

亜
頚
の
配
所
は
こ
の
松
尾
峠
の
山
麓
に

あ
り
、
居
所
、
又
は
耕
作
地
で
あ
っ
た
と

覚
し
き
石
垣
な
ど
が
諸
所
に
散
在
し
て
い

る
。
こ
の
地
は
高
知
営
林
署
が
作
業
所
と

し
て
敷
地
造
成
を
行
っ
た
が
そ
の
際
短
刀

一
振
が
発
掘
さ
れ
た
。
刃
渡
り
約
六
寸
で

婦
女
子
の
も
つ
懐
剣
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

西
村
自
登
は
こ
れ
を
王
女
の
所
持
品
と
雛

定
し
て
い
る
。

谷
相
、
川
又
川
の
合
流
点
に
あ
る
小
高

い
森
に
神
を
奉
肥
し
た
と
思
わ
れ
る
遺
跡

が
あ
り
、
そ
の
附
近
に
は
桧
・
杉
の
古
株
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本
町
川
戸
に
あ
る
宇
佐
八
幡
宮
は
八
幡
宮
と
し
て
は
県
内
屈
指
の
古
社
で
あ
る
。
県
神
社
明
細
帳
に

「
神
社
記
日
、
中
畝
宇
佐
八
幡
宮
一
二
船
久
保
宇
佐
八
幡
、
切
部
王
子
大
元
大
明
神
、
三
神
号
を
併
称
す
。
右
従
京
都
勧
請
之
年
暦
不
知
相
、
高
八

枚
之
内
六
枚
は
当
所
へ
、
二
枚
は
尾
光
と
云
所
へ
納
候
也
。
書
付
棟
札
等
無
之
正
徳
二
年
柱
朽
候
二
付
、
氏
子
共
建
之
。
延
宝
五
丁
巳
年
九
月
上
葺
、

元
禄
十
五
年
壬
午
年
極
月
、
正
徳
二
辰
年
八
月
、
元
禄
十
五
壬
午
年
九
月
上
葺
之
棟
札
ア
リ
テ
八
幡
宮
卜
記
シ
余
ノ
神
号
ナ
シ
。

神
鉢
記
云
。
宇
佐
八
幡
宮
神
体
丸
鏡
」

神
社
記
に
あ
る
「
高
八
枚
の
内
六
枚
は
当
所
へ
二
枚
は
尾
光
と
云
所
へ
云
云
」
と
は
岡
豊
村
の
や
は
た
八
幡
宮
の
こ
と
で
あ
る
。
同
社

は
長
宗
我
部
の
氏
神
で
一
に
は
豊
別
宮
と
い
っ
た
。
豊
別
と
は
豊
永
の
別
宮
の
意
か
、
あ
る
い
は
長
宗
我
部
国
親
の
姉
が
豊
永
小
笠
原
氏

と
婚
を
通
じ
て
い
た
関
係
で
豊
永
に
八
幡
宮
の
古
社
あ
る
を
知
り
分
霊
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

神
社
記
に
は
京
都
よ
り
勧
請
と
あ
る
が
古
老
の
伝
う
る
所
で
は
京
都
岩
清
水
八
幡
宮
の
社
家
が
神
体
を
背
負
っ
て
落
ち
て
来
た
も
の
と

と
あ
る
。
宮
司
西
村
家
は
祖
先
以
来
墓
碑
建
立
禁
止
の
家
憲
が
あ
る
。
其
の
始
祖
が
岩
清
水
八
幡
宮
の
神
職
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
家
女
が

亜
女
で
あ
っ
た
為
、
天
平
遠
流
の
災
に
ふ
れ
て
土
佐
に
下
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
節
信
仰
す
る
氏
神
八
幡
宮
及
び
切
部
王
子
の
御

神
体
を
負
戴
し
て
、
ま
ず
配
所
の
川
又
（
谷
相
）
に
、
役
満
ち
て
京
都
男
山
の
景
勝
に
似
た
吉
野
川
畔
、
船
久
保
中
畝
に
両
社
を
鎮
座
申

云

う
○

天
正
地
検
帳
の
世
襲
神
職
で
豊
永
の
内
川
渡
村
の
分
に

タ
ナ
ヵ
ー
反
十
代
出
二
人
口
下
ヤ
シ
キ
神
主
六
郎
兵
衛
居

大
チ
ャ
シ
キ
ー
反
出
一
反
七
代
二
歩

中
屋
敷
西
村
甚
兵
術

㈲
宇
佐
八
幡
宮
と
配
流
者
の
関
係
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上
げ
た
も
の
で
あ
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
勿
論
世
を
は
ば
か
っ
て
墓
碑
建
立
は
遠
慮
し
た
の
で
あ
る
。

西
村
自
登
は
御
神
体
及
び
昭
和
三
十
五
年
四
月
本
殿
後
方
古
墳
よ
り
出
土
し
た
銅
鏡
及
び
錫
杖
が
何
れ
も
奈
良
時
代
の
作
風
を
現
わ
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
伝
説
を
裏
づ
け
て
い
る
。

こ
の
御
神
体
は
吾
が
国
に
お
け
る
神
像
製
作
前
の
両
部
神
道
を
表
徴
し
、
奈
良
時
代
の
製
作
に
か
か
る
銅
板
の
押
出
し
円
形
仏
像
で
、

巾
六
寸
、
竪
七
寸
五
分
、
一
面
は
千
手
観
音
で
裏
は
打
出
し
の
た
め
窪
象
と
な
り
、
表
は
突
起
し
て
い
る
。
今
一
面
も
同
型
で
あ
る
が
火

災
に
遭
っ
た
と
見
え
、
原
型
が
半
分
収
縮
し
て
判
定
出
来
な
い
。
他
の
三
面
は
直
径
五
寸
九
分
の
円
い
銅
板
を
打
出
し
て
裏
は
窪
承
表
は

張
出
し
た
凸
面
仏
像
の
毛
彫
り
を
し
て
あ
る
。
像
は
観
音
・
勢
至
・
阿
弥
陀
で
あ
り
、
奈
良
朝
末
期
若
し
く
は
平
安
初
期
の
も
の
で
あ
る
。

切
部
王
子
の
御
神
体
は
明
治
四
年
の
神
仏
分
離
の
際
仏
堂
に
送
っ
た
が
、
尚
木
像
三
体
が
本
殿
の
屋
根
替
え
を
し
た
昭
和
三
十
五
年
発

見
さ
れ
た
。
木
像
と
し
て
は
稀
な
古
像
で
あ
る
。

昭
和
三
十
五
年
社
殿
改
築
の
際
、
社
殿
後
方
の
古
墳
よ
り
出
土
し
た
錫
杖
は
質
金
銅
合
金
で
奈
良
時
代
を
表
現
し
中
軸
両
面
に
蓮
花
の

毛
彫
及
び
図
線
を
彫
り
当
時
の
美
術
を
表
わ
し
て
い
る
。

同
時
に
発
見
さ
れ
た
銅
鏡
は
直
径
三
寸
六
分
、
厚
二
分
盆
形
で
一
異
模
様
曲
水
に
杉
葉
を
配
し
た
双
鶴
飛
湖
の
逸
品
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
品
々
を
総
合
考
察
す
る
に
何
れ
も
そ
の
年
代
を
同
じ
く
し
た
奈
良
時
代
の
手
法
を
遣
し
、
し
か
も
当
時
と
し
て
は
余
程
の
大

社
で
仏
縁
の
深
い
社
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
錫
杖
が
所
謂
姫
錫
杖
で
丞
女
の
用
品
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
古
墳
が
総
て
吉
野
川
の
青
石
で
円
丘

に
築
か
れ
て
い
た
こ
と
、
古
墳
の
前
に
子
安
地
蔵
を
肥
る
小
庵
が
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
、
こ
の
社
と
配
流
者
亜
女
の
歴
史
を
物
語
る
も
の

で
あ
る
。
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